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国
と
石
綿
建
材
メ
ー
カ
ー

の
責
任
を
認
め
た
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
最
高
裁
判
決
か

ら
約
1
年
と
な
る
5
月
20

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

建
材
メ
ー
カ
ー
の
謝
罪
と
訴

訟
の
和
解
・
基
金
参
加
を
求

め
る
大
集
会
が
開
か
れ
、
全

国
の
仲
間
1
5
0
0
人
が
集

ま
り
、
練
馬
支
部
か
ら
も
58

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
中

村
隆
幸
首
都
圏
統
一
本
部
長

（
東
京
土
建
委
員
長
）
は
「
石

綿
建
材
の
危
険
性
を
知
り
な

が
ら
製
造
・
販
売
を
し
て
き

た
建
材
メ
ー
カ
ー
は
、
被
害

者
に
真
摯
に
向
き
合
お
う
と

せ
ず
、
基
金
へ
の
参
加
も
し

て
い
な
い
」
と
建

材
メ
ー
カ
ー
を
厳

し
く
批
判
。
企
業

の
基
金
へ
の
拠
出

の
実
現
に
向
け
て

6
月
7
日
に
新
た

に
提
訴
を
行
い
、

一
刻
も
早
い
解
決

に
む
け
原
告
団
と

と
も
に
全
力
を
尽

く
す
と
決
意
を
の

べ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
自

民
党
（
上
野
賢
一

郎
衆
議
院
議

員
）、
公
明
党（
塩

田
博
昭
参
議
院
議

員
）
、
立
憲
民
主

党
（
近
藤
昭
一
衆

議
院
議
員
）
、
共
産
党
（
小

池
晃
参
議
院
議
員
）
の
国
会

議
員
も
激
励
に
か
け
つ
け
ま

し
た
。

ま
た
、
8
つ
の
地
域
原
告

・
弁
護
団
代
表
が
決
意
表
明
。

大
工
だ
っ
た
夫
と
息
子
を
中

皮
腫
で
亡
く
さ
れ
た
東
京
一

陣
埼
玉
訴
訟
原
告
の
大
坂
春

子
さ
ん
は
「
被
告
企
業
は
い

ま
だ
に
話
し
合
い
に
も
応
じ

ず
、
真
摯
な
謝
罪
も
な
い
こ

と
が
非
常
に
悔
し
い
」
と
声

を
詰
ま
ら
せ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
経
済
産
業

省
前
と
建
材
メ
ー
カ
ー
・
ニ

チ
ア
ス
本
社
前
に
分
か
れ
て

行
動
を
行
い
、
練
馬
支
部
は

ニ
チ
ア
ス
本
社
前
行
動
に
参

加
。
玄
関
の
自
動
ド
ア
を
施

錠
し
、
面
会
ど
こ
ろ
か
要
請

書
す
ら
ま
と
も
に
受
け
取
ら

な
い
ニ
チ
ア
ス
を
厳
し
く
糾

弾
し
ま
し
た
。

6
月
7
日
、
ア
ス
ベ
ス
ト

建
材
メ
ー
カ
ー
に
損
害
賠
償

を
求
め
、
東
京
、
仙
台
、
大

阪
、
岡
山
、
高
松
な
ど
全
国

10
地
裁
に
原
告
1
9
0
人
が

い
っ
せ
い
に
提
訴
し
ま
し

た
。東

京
地
裁
に
は
1
0
0
人

（
練
馬
支
部
2
人
）
が
集
ま

り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
メ
ー

カ
ー
の
謝
罪
と
賠
償
を
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
星
陵
会

館
に
場
所
を
移
し
て
支
援
集

会
を
開
催
。
勝
訴
を
勝
ち
と

り
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
基
金
に

建
材
メ
ー
カ
ー
に
拠
出
さ
せ

る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

提
訴
に
先
立
つ
5
月
14
日

に
は
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
の
建
材
メ
ー
カ
ー
新
規
訴

訟
東
京
原
告
団
結
成
総
会
が

ひ
ら
か
れ
、
原
告
、
弁
護
団
、

支
援
組
合
の
仲
間
1
3
9
人

が
参
加
し
、
建
材
企
業
の
真

摯
な
謝
罪
と
、
一
日
も
早
い

訴
訟
和
解
と
補
償
基
金
へ
の

拠
出
を
実
現
さ
せ
る
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

東
京
新
規
訴
訟
の
原
告
団

は
68
人
。
練
馬
支
部
か
ら
も

組
合
員
1
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

「
令
和
4
年
度
練
馬
区
総

合
水
防
訓
練
」が
5
月
21
日
、

都
立
城
北
中
央
公
園
都
民
の

森
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
り
、

同
訓
練
が
行
わ
れ
る
の
は
3

年
ぶ
り
。
練
馬
支
部
は
、
今

回
も
練
馬
区
か
ら
要
請
を
受

け
「
訓
練
参
加
機
関
」
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、仕
事
対
策
部
長
、

チ
ー
ム
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」

分
会
防
災
リ
ー
ダ
ー
ら
7
人

が
参
加
。
会
場
で
は
Ｖ
Ｒ
防

災
体
験
車
で
の
災
害
疑
似
体

験
や
大
型
ブ
ロ
ア
ー
車
に
よ

る
暴
風
体
験
を
は
じ
め
、
各

参
加
機
関
に
よ
る
展
示
が
行

わ
れ
、
来
場
者
の
防
災
へ
の

関
心
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
石
神
井
川
の
氾
濫

を
想
定
し
た
積
み
土
の
う
工

法
等
の
浸
水
防
止
訓
練
と
と

も
に
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
練
馬
支
部
が
提
供
し
た

家
屋
の
模
型
を
使
っ
た
救
出

訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
練
馬
区
長
を
は
じ
め
、

都
・
区
議
会
議
員
、
大
勢
の

来
場
者
が
見
守
る
な
か
、
は

し
ご
車
を
使
っ
て
水
没
家
屋

か
ら
被
災
者
を
救
出
し
ま
し

た
。

▼
7
月
10
日

投
開
票
の
参

議
院
選
挙
。

自
民
党
の
公

約
は
①
国
内

総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
比
2

％
以
上
の
防
衛
費
と
、
反
撃

能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）

の
保
有
な
ど
「
防
衛
力
」
の

抜
本
的
強
化
、
②
9
条
を
含

む
憲
法
改
正
の
早
期
実
現
だ

▼
6
月
の
世
論
調
査
（
「
読

売
」
）
で
は
、
中
露
へ
の
対

抗
姿
勢
を
「
評
価
す
る
」
が

74
％
に
の
ぼ
っ
た
。
日
本
中

が
「
軍
拡
」
一
色
に
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
勢
い
に
見
え

る
▼
し
か
し
、
そ
う
単
純
で

は
な
さ
そ
う
だ
。
先
の
調
査

に
よ
る
と
、
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
「
2
％
以
上
に
増
額
す

る
」
は
19
％
、
「
1
〜
2
％

の
範
囲
で
増
額
す
る
」
が
34

％
。
他
方
、
「
今
の
ま
ま
で

よ
い
」
は
35
％
、
「
減
ら
す
」

は
6
％
で
、
増
額
に
否
定
的

な
意
見
も
4
割
を
占
め
た
。

ま
た
、
5
月
の
調
査
で
は
、

戦
力
の
不
保
持
な
ど
を
定
め

た
9
条
2
項
を
改
正
す
る
必

要
が
「
あ
る
」
は
50
％
で
、

「
な
い
」
47
％
と
拮
抗
し
て

い
る
▼
戦
争
と
い
う
選
択
肢

を
政
府
か
ら
奪
っ
た
憲
法
9

条
を
変
え
、
日
本
が
「
戦
争

を
す
る
国
」
に
な
る
の
か
否

か
。
国
の
進
路
に
つ
い
て
世

論
が
二
分
さ
れ
る
な
か
で
迎

え
る
参
議
院
選
挙
。
一
人
ひ

と
り
の
一
票
は
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
み
を
増
し
て
い
る
。

心
し
て
一
票
を
投
じ
た
い

（
文
）
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被
告
メ
ー
カ
ー
・
ニ
チ
ア
ス

本
社
包
囲
行
動
も

練
馬
支
部
の
家
屋
模
型
を
使
っ
た
「
は

し
ご
車
」
に
よ
る
救
出
訓
練

6月7日

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
企
業
を

全
国
い
っ
せ
い
提
訴

建
材
メ
ー
カ
ー
の
謝
罪

と
賠
償
を
求
め
原
告
を

先
頭
に
東
京
地
裁
へ

（記事2面）

春
の
拡
大
月
間

春
の
拡
大
月
間

２
年
連
続
で
全
分
会
が
目
標
達
成

全
国
集
会
に
参
加
し
た

練
馬
支
部
の
仲
間
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6
月
5
日
、
富
士
見
台

分
会
が「
ど
け
ん
ま
つ
り
」

を
こ
ぶ
し
公
園
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
組
合
員
と
家
族

31
人
が
運
営
に
あ
た
り
、

定
番
の
包
丁
研
ぎ
・
ま
な

板
削
り
、
木
工
教
室（
車
、

タ
イ
ル
細
工
）
、
住
宅
相

談
の
ほ
か
、
射
的
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ダ
ー
ツ

な
ど
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

め
る
企
画
を
用
意
し
ま
し

た
。待

ち
に
待
っ

た
3
年
ぶ
り
の

「
ど
け
ん
ま
つ

り
」
に
は
約
3

0
0
人
が
来

場
。
包
丁
研
ぎ

2
1
4
本
・
ま

な
板
削
り
48
枚

が
持
ち
込
ま
れ

ま
し
た
。
住
宅

相
談
も
2
件
あ
り
、
久
し

ぶ
り
に
地
域
の
み
な
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
た
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

4
月
2
日
の
支
部
定
期
大
会

後
か
ら
始
ま
っ
た
�
春
の
拡
大

月
間
�
は
、
支
部
・
本
部
の
3

・
5
％
拡
大
目
標（
2
3
5
人
）

を
30
人
超
過
、
2
年
連
続
と
な

る
「
全
分
会
目
標
達
成
」
と
い

う
大
き
な
成
果
で
5
月
31
日
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

5
月
31
日
の
臨
時
登
録
で
6

月
当
初
人
員
は
6
7
0
6
人
と

な
り
、
1
月
1
日
現
勢
6
6
9

5
人
を
11
人
上
回
り
ま
し
た
。

今
回
の
春
の
拡
大
月
間
で

は
、
「
事
業
復
活
支
援
金
」
の

組
合
へ
の
申
請
相
談
の
よ
び
か

け
を
、
仲
間
と
の
対
話
の
軸
に

す
え
て
と
り
く
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
支
部
事
務
所
で
は
4

月
か
ら
5
月
に
か
け
て
約
2
0

0
件
の
「
事
業
復
活
支
援
金
」

の
相
談
対
応
に
つ
な
が
る
な

ど
、
拡
大
月
間
が
仲
間
の
仕
事

と
く
ら
し
を
守
る
一
大
運
動
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
退
し

た
元
組
合
員
へ
の
訪
問
に
も
取

り
組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況

や
事
業
復
活
支
援
金
の
申
請
相

談
な
ど
の
声
か
け
・
対
話
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

対
話
が
き
っ
か
け
で
「
事
業

復
活
支
援
金
」
を
組
合
に
相
談

・
申
請
に
至
る
な
か
で
「
組
合

で
こ
う
い
う
相
談
が
で
き
る
ん

だ
と
分
会
セ
ン
タ
ー
に
顔
を
出

す
仲
間
が
増
え

た
」
（
豊
玉
分

会
）な
ど
、「
頼

れ
る
組
合
」
の

存
在
を
示
す
月

間
と
な
り
ま
し

た
。

○
ど
け
ん
火
災
共
済

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
特

に
家
財
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

年
間
掛
金
が
木
造
住
宅
3
0

0
0
円（
鉄
筋
1
5
0
0
円
）

で
5
0
0
万
円
の
保
障
で

す
。

こ
こ
数
年
、
損
害
保
険
各

社
は
保
険
料
を
引
き
上
げ
て

い
ま
す
が
、
ど
け
ん
火
災
共

済
は
1
9
9
9
年
の
創
設
以

来
、
掛
金
を
据
え
置
い
て
い

ま
す
。
ま
た
「
全
焼
」
の
認

定
基
準
は
、
他
の
共
済
は
焼

破
損
割
合
が
70
％
以
上
、
損

保
会
社
が
80
％
以
上
で
あ
る

の
に
対
し
、
ど
け
ん
火
災
共

済
は
66
％
以
上
と
し
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
火
災
だ
け
で
な

く
、
自
然
災
害
、
第
三
者
の

加
害
行
為
、
落
雷
、
漏
水
な

ど
も
補
償
対
象
で
す
。

○
ど
け
ん
地
震
共
済

ど
け
ん
地
震
共
済
は
被
災

時
の
生
活
再
建
を
第
一
に
考

え
て
い
る
た
め
、
罹
災
証
明

書
の
発
行
が
遅
れ
て
い
て
も

自
治
体
の
応
急
危
険
度
判
定

を
も
と
に
一
定
額
の
仮
払
金

を
支
払
い
ま
す
。

ま
た
家
財
だ
け
の
加
入
も

で
き
る
こ
と
か
ら
、
持
ち
家

だ
け
で
な
く
借
家
の
仲
間
も

加
入
で
き
ま
す
。
家
財
で
あ

れ
ば
、
年
間
掛
金
が
木
造
住

宅
6
6
0
0
円
（
鉄
筋
4
0

0
0
円
）
で
2
0
0
万
円
の

保
障
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
相
談
は
分
会
・
支

部
ま
で

後
継
者
対
策
部
は
、
50
歳
未

満
の
組
合
後
継
者
世
代
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
と

り
く
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。4

月
・
5
月
に
は
、
後
継
者

対
策
部
が
配
布
し
た
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
に
お
気
に
入
り
の
写
真

・
自
作
の
絵
を
入
れ
て
、
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
フ
ォ
ト
フ
レ

ー
ム
を
募
集
・
審
査
す
る
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
。
「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く

作
れ
る
」
と
好
評
で
、
全
部
で

64
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

6
月
2
日
に
ひ
ら
い
た
後
継

者
対
策
部
会
で
審
査
を
行
い
、

次
の
と
お
り
表
彰
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

〈
大
人
（
50
歳
未
満
）
の
部
〉

金
賞
：
学
園
・
10
群

後
藤

由
起
子
さ
ん

作
品
名
「
配
管

ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
と
息
子
」
／

銀
賞
：
貫
井
・
6
群

鈴
木
沙

恵
香
さ
ん

作
品
名
「
カ
ー
テ

ン
」
／
佳
作
賞
：
①
高
松
・
5

群

酒
井
美
由
子
さ
ん

作
品

名
「
家
族
」
／
②
石
神
井
・
3

群

戸
田
海
秋
さ
ん

作
品
名

「
風
歌
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」

③
早
宮
・
2
群

新
島
秀
成
さ

ん

作
品
名
「
春
」

〈
中
学
生
・
高
校
生
の
部
〉

金
賞
：
学
園
・
5
群

長
谷

川
里
宝
さ
ん

作
品
名
「
Ｓ
ｈ

ｅ
ｌ
ｌ

Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
」

〈
小
学
生
の
部
〉

金
賞
：
大
泉
東
・
4
群

荒

川
晟
司
さ
ん

作
品
名
「
マ
リ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
」

〈
未
就
学
児
の
部
〉

金
賞
：
学
園
・
7
群

小
田

川
杏
里
さ
ん

作
品
名
「
待
ち

遠
し
い
夏
」

〈
50
歳
以
上
の
部
〉

特
別
賞
：
高
松
・
1
群

三

角
真
弓
さ
ん

作
品
名
「
心
の

扉
」

後継者対策部

金
賞
受
賞
作
品

後
藤
由
起
子
さ
ん
（
学

園
）
の
「
配
管
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
と
息
子
」

支
援
金
の
相
談
を
軸
に

「
頼
り
に
な
る
組
合
」の

姿
を
示
す

支
援
金
の
相
談
を
軸
に

「
頼
り
に
な
る
組
合
」の

姿
を
示
す

“家族みんなで楽しく作れた”

組織人員は6706人に組織人員は6706人に
春の拡大月間 本部・支部目標を達成！春の拡大月間 本部・支部目標を達成！

フォトフレームコンテストに64作品

拡大目標達成！だるまの目入れをする
福岡委員長と上原良子組織部長

富
士
見
台
分
会

富
士
見
台
分
会

3
年
ぶ
り
の
「
ど
け
ん
ま
つ
り
」

３
０
０
人
の
地
域
住
民
が
来
場

作
品
は
支
部
事
務
所
に
展
示

多くの地域住民が来場しました

春の共済
推進月間
春の共済
推進月間
「
安
い
掛
金
で
充
実
し
た
保
障
」

ど
け
ん
火
災
・
地
震
共
済
に
加
入
し
よ
う

包丁研ぎも大忙し
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7月10日投開票の参議院選挙。新型
コロナとロシアのウクライナ侵略を背
景とする物価高騰や資材不足など、私
たちの仕事と暮らしが厳しさを増すな
かでたたかわれます。こうしたなか、

自民党は選挙公約に「防衛費」の「国
内総生産（ＧＤＰ）比2％以上」の目
標と「反撃能力」（敵基地攻撃能力）
の保有を明記し、憲法9条の改正を打
ち出しています。平和と日本の進路に

とって大きな分岐点ともなりかねない
重要な選挙です。4人の方に、「参議
院選挙と国政 私はこう考える」とい
うテーマで思いを寄せていただきまし
た。

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な

い
な
か
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
あ
り
、
そ
の
影

響
で
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
仕
事
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。日

本
の
輸
入
依
存
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
食
料
品

関
連
、
生
活
雑
貨
等
の
物
価

高
騰
も
そ
の
根
底
に
あ
り
ま

す
が
、
物
価
高
騰
の
わ
り
に

手
間
賃
が
下
が
り
、
経
費
捻

出
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
に
よ
る
工
場
閉
鎖

で
、
給
湯
器
、
温
水
洗
浄
便

座
、
照
明
器
具
、
エ
ア
コ
ン
、

屋
根
材
、
ビ
ス
、
合
板
、
木

材
等
が
2
倍
以
上
の
値
上
げ

と
な
り
、
な
か
に
は
便
乗
値

上
げ
も
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
注
文
か
ら
2
か
月
、
3

か
月
待
ち
、
モ
ノ
に
よ
っ
て

は
入
荷
未
定
の
物
も
あ
り
、

仕
事
が
遅
れ
た
り
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。2

度
や
3
度
の
支
援
金
で

は
生
活
し
て
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
活
状
況
を
訴

え
、
検
討
し
て
も
ら
え
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

7
月
に
参
議
院
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
責

任
を
も
っ
て
投
票
し
、
み
ん

な
の
仕
事
と
生
活
を
守
る
こ

と
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

仕
事
は
、
主
に
躯
体
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
伴
う
土

間
の
均
（
な
ら
）
し
や
抑
え

等
の
左
官
工
事
を
や
っ
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
野
丁
場

の
現
場
で
す
が
、
た
ま
に
町

場
仕
事
も
や
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
仕
事
で
困
っ
て
い
る
の

は
人
手
不
足
で
す
。

将
来
的
に
は
、
自
分
で
独

立
し
た
時
に
安
定
的
に
仕
事

が
あ
り
、
不
自
由
な
く
暮
ら

し
て
い
け
れ
ば
良
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
建

設
業
で
働
く
若
い
世
代
に
安

定
的
に
仕
事
が
あ
る
の
か
、

建
設
業
で
働
く
仲
間
が
増
え

る
の
か
、
単
価
が
上
が
る
の

か
、
正
直
、
不
安
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
働
い
て
も
、
消
費
税
な
ど

払
う
税
金
が
高
け
れ
ば
何
の

た
め
に
働
い
て
い
る
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

同
世
代
の
仲
間
や
こ
れ
か

ら
の
若
い
世
代
が
も
っ
と
安

定
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
仕
事
面
で
も
金
銭
面
で

も
。若

い
世
代
が
も
っ
と
選
挙

に
い
っ
て
投
票
す
る
よ
う

な
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
や

関
心
が
も
て
る
内
容
を
、
政

治
は
も
っ
と
発
信
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
口
実
に
、
自
民
党
な
ど

か
ら
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
保
有
や
「
核
共
有
」
の
議

論
が
出
て
い
ま
す
。

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を

「
反
撃
能
力
」
と
言
い
換
え

ま
し
た
が
、
結
局
は
相
手
国

の
政
府
・
軍
の
中
枢
を
先
制

攻
撃
す
る
こ
と
で
す
。

相
手
国
も
同
じ
よ
う
に
日

本
の
首
相
官
邸
や
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
中
枢
機
能
を
先
制

攻
撃
し
ま
す
。
『
敵
基
地
攻

撃
と
言
っ
て
も
軍
事
施
設
し

か
攻
撃
し
な
い
か
ら
大
丈

夫
』
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

民
間
人
に
一
切
被
害
が
な
か

っ
た
戦
争
な
ど
こ
れ
ま
で
あ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

5
月
23
日
の
日
米
首
脳
会

談
で「
日
米
同
盟
の
抑
止
力
、

対
処
力
を
強
化
す
る
」
「
日

本
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
」

「
防
衛
費
の
相
当
な
増
額
を

確
保
す
る
」
と
い
っ
た
対
米

誓
約
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

相
手
が
軍
事
で
来
た
の
に
対

し
て
軍
事
同
盟
・
軍
事
力
の

強
化
で
応
え
る
な
ら
ば
、
相

手
も
更
な
る
軍
拡
で
応
え
る

と
い
う
悪
循
環
が
続
き
ま

す
。「

9
条
が
あ
る
か
ら
ア
フ

ガ
ン
で
活
動
で
き
る
」
と
言

っ
て
い
た
中
村
哲
さ
ん
。
安

保
法
制
の
成
立
後
、
中
村
さ

ん
は
銃
撃
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
75
年
も
の
間
、
平

和
を
保
っ
た
「
憲
法
9
条
」

を
守
る
候
補
者
に
1
票
を
入

れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
一
変
し
ま
し

た
。
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

出
さ
れ
、
外
出
自
粛
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
検
温
、
消
毒
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

と
窮
屈
な
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
経
済
活
動

も
制
限
さ
れ
、
企
業
の
倒
産

・
廃
業
に
よ
る
失
業
者
の
増

加
、
特
に
非
正
規
雇
用
で
働

く
女
性
へ
の
影
響
は
大
き

く
、
生
活
困
窮
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

制
限
さ
れ
た
生
活
は
少
し

ず
つ
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
、い
ま
だ
連
日
、感
染
者

数
が
テ
レ
ビ
報
道
さ
れ
て
お

り
、
終
息
の
見
え
な
い
不
安

な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
だ
け
で

な
く
少
子
高
齢
化
、
医
療
・

介
護
・
年
金
、
社
会
保
障
の

切
り
捨
て
な
ど
社
会
問
題
は

山
積
し
た
ま
ま
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

下
ば
か
り
向
く
の
で
は
な

く
、
未
来
に
目
を
向
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
ど
う

せ
私
の
一
票
な
ん
て
」
で
な

く
、
「
私
の
一
票
で
未
来
が

変
わ
る
」
。
声
に
出
さ
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
…
。

一
票
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①コロナ対策に乗じた人権抑制
の緊急事態条項やウクライナ
危機に便乗した戦争ができる
軍拡・改憲の阻止。貧困と格
差のない命と人権が守られる
政治を求める。世界の市民と
共同した覇権主義や暴力によ
らない平和外交を求める。

②建設従事者の権利確立と処遇
改善、人が育ち魅力ある建設
産業への転換。賃金引き上げ
と中小零細企業への支援策を
一体的に拡充する。全国一律

の最低賃金1，500円へ。
③地域中小建設業者に仕事が回
る仕組みづくり、住宅改善助
成事業の普及。建築資材価格
高騰解消に向けた対策。アス
ベスト建材製造企業の責任を
追及。

④社会保障の対価サービス化に
反対し憲法で保障された社会
保障制度の拡充。公立・公社
病院の独法化をやめる。医療
・介護・保育・生活保護・年
金などの社会保障を国の責任

で拡充する。
⑤生活必需品などの物価高騰に
対し幅広い世帯を支援するた
めの消費税減税と、中小零細
業者を直撃するインボイス制
度の撤回。

⑥核兵器廃絶、核兵器禁止条約
の批准。沖縄辺野古新基地建
設反対、横田基地へのオスプ
レイ配備反対。人権・自由・
団体行動を監視・制約する法
制度の廃止。

⑦地球温暖化対策、ＣＯ2排出量

の大幅削減、原発再稼働反対
・再生可能エネルギーへの転
換で原発ゼロの実現。

⑧感染症対策、コロナ対策の抜
本的拡充。医療体制の整備。
医療従事者が安心して働ける
賃金・労働条件の確保。中小
企業支援策の拡充。

⑨男女賃金格差の是正。人権を
守り性的少数者の差別解消。
国民的要求としてのジェンダ
ー平等を

一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
投
票
し

仕
事
と
生
活
を
守
ろ
う

憲
法
9
条
を
守
る
候
補
者
に
一
票
を

入
れ
ま
す

参議院選挙と国政「私はこう考える」

加
藤
忠
さ
ん
（
支
部
仕
事
対
策
部
長
・
西
大
泉
分
会
）

野
津
俊
夫
さ
ん
（
支
部
合
唱
団
コ
ス
モ
ス
・
新
豊
玉
分
会
）

参議院選挙に向けた東京土建の9つの要求参議院選挙に向けた東京土建の9つの要求
戦争のない人間の命と人権が守られる政策転換へ戦争のない人間の命と人権が守られる政策転換へ

若
者
の
将
来
不
安
を
解
消
す
る
政
治
を

声
に
出
さ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い

赤
松
雄
太
さ
ん
（
支
部
青
年
部
長
・
練
馬
分
会
）

奥
澤
悦
子
さ
ん
（
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
事
務
局
長
・
関
町
分
会
）
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桜
台
分
会
は
、
分
会
セ
ン

タ
ー
近
く
の
5
軒
ほ
ど
の
お

店
と
協
力
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
の
募
金
に
と
り
く
み

ま
し
た
。

募
金
に
と
り
く
ん
だ
き
っ

か
け
は
、
災
害
時
の
非
常

食
。
消
費
期
限
が
近
づ
く
な

か
で
、
こ
れ
を
何
か
に
役
立

て
ら
れ
な
い
か
と
分
会
で
考

え
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
支
援
に

使
う
こ
と
を
思

い
つ
き
ま
し

た
。
分
会
セ
ン

タ
ー
の
近
く
の

お
店
5
軒
ほ
ど

に
非
常
食
を
配

り
な
が
ら
話
を

し
て
、
一
緒
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
支
援
の
募
金

に
と
り
く
む
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。分

会
と
し
て

も
群
会
議
で
支

援
の
募
金
を
訴

え
、
組
合
員
も

気
持
ち
よ
く
募
金
に
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
数
人
が
集
ま
っ

た
5
月
22
日
の
拡
大
日
曜
行

動
で
は
、
拡
大
行
動
に
と
り

く
み
な
が
ら
、
分
会
セ
ン
タ

ー
の
前
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗

で
飾
り
付
け
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
国
花
の
ひ
ま
わ
り
も
飾

り
、
道
行
く
人
に
募
金
を
訴

え
ま
し
た
。

支
援
募
金
は
全
体
で
約
8

万
円
あ
つ
ま
り
、
5
月
23
日

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
に
送

金
し
ま
し
た
。

分
会
で
は
、
募
金
に
と
り

く
ん
だ
感
想
と
し
て
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
に
み
ん
な

が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」

「
分
会
セ
ン
タ
ー
に
飾
り
付

け
を
し
て
募
金
を
訴
え
た
こ

と
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

東
京
土
建
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
」

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

飾
り
付
け
し
た
分
会
セ
ン
タ
ー
で

募
金
を
訴
え

6月執行委員会で福岡委員長から感謝状
を授与された藤井さん（写真左）

東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
支
部
講
師
団
の
藤
井
清

一
さ
ん
（
支
部
常
任
執
行
委

員
・
旭
町
光
が
丘
分
会
）

が
、
5
年
を
超
え
る
支
部
開

催
講
習
の
講
師
経
験
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
東
京
都
職

業
能
力
開
発
協
会
の
会
長
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
、
支
部
開
催

講
習
で
、
主
に
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
特
別
教
育
と
足
場
等
特
別

教
育
の
講
師
を
積
極
的
に
つ

と
め
て
き
ま
し
た
。
組
合
員

か
ら
の
要
望
で
昨
年
末
に
支

部
会
館
で
緊
急
開
催
し
た
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
の
講

師
も
つ
と
め
て
く
れ
ま
し

た
。
受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ク
レ
ー
ン
手
元
作
業
（
と
び

工
）

㈲
池
田
基
礎
（
谷
原
台
分

会
）

新
座
市
野
火
止
1
―
9
―
25

（
新
座
営
業
所
）

☎
0
9
0
―
1
8
5
6
―
3

1
2
8

配
管
工
（
1
人
）
社
員

㈱
ア
ク
テ
ス
オ
ガ
ワ
（
富
士

見
台
分
会
）

千
代
田
区
飯
田
橋
3
―
11
―

22
―
2
0
4

☎
0
3
―
3
2
6
2
―
1
8

6
6

建
築
金
物
・
鍛
冶
工（
2
人
）

従
業
員

平
和
台
技
研
（
北
練
馬
分

会
）

練
馬
区
平
和
台
1
―
7
―
14

☎
0
9
0
―
4
0
1
1
―
6

5
6
0

電
工
（
3
人
以
上
）
社
員
・

短
期

㈱
河
村
電
設
（
富
士
見
台
分

会
）

練
馬
区
高
松
6
―
8
―
15

☎
0
9
0
―
8
6
4
5
―
2

7
0
5

配
管
工
（
2
人
）
短
期
・
請

負㈲
川
戸
設
備
（
泉
分
会
）

練
馬
区
東
大
泉
6
―
47
―
6

☎
0
9
0
―
8
8
0
7
―
9

4
7
4

○
い
つ
も
楽
し
く
パ
ズ
ル

を
解
い
て
い
ま
す
（
工
藤

緩
基
さ
ん
／
新
豊
玉
分

会
）

○
い
つ
も
（
パ
ズ
ル
を
）

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
は
5
文
字
を

組
み
合
わ
せ
る
の
が
難
し

か
っ
た
で
す
（
桜
台
分
会

／
武
田
幸
子
さ
ん
）

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

3
と
か
5
と
か

4

…
…
ニ
ュ
ー
ス
に
ご
注

意

7

定
額
・
食
べ
放
題
で
す
。

近
ご
ろ
は
ス
イ
ー
ツ
が

人
気

8

課
…
…
、
血
…
…
、
脱

…
…

9

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
や
レ
ッ

サ
ー

10

日
本
庭
園
、
池
と
い
え

ば

11

右
に
曲
が
り
ま
す

13
つ
く
ね
に
似
て
い
ま
す

が
、
手
で
丸
め
ま
せ
ん

15

心
の
動
き
や
働
き
。
…

…
一
転

16

重
さ
や
容
積
の
単
位
で

す

17

喜
ん
で
声
を
上
げ
る
こ

と

19

演
芸
場
や
席
と
も
い
い

ま
す

21

夏
の
海
水
浴
場
で
は
要

注
意

22

運
命
。
…
…
が
尽
き
る

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

ネ
コ
に
生
え
て
い
て
も

犬
歯
。
そ
の
別
名
で
す

2

海
と
空
の
境
界
線

3

雨
が
多
い
季
節
で
す

4

海
豚
は
イ
ル
カ
、
河
豚

は
？

5

元
の
ま
ま
。
両
チ
ー
ム

…
…
得
点
な
し

6

大
阪
は
…
…
の
街
で
す

9

絵
画
を
描
く
時
に
使
い

ま
す

10

日
本
が
廃
止
し
た
爵
位

の
一
つ

12

1
9
6
0
年
発
売
の
懐

メ
ロ
で
す
。
「
…
…
の

ナ
ポ
リ
」

14

「
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ

ス
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

…
…

18

世
界
の
二
大
主
要
食
糧

の
一
つ
で
す

20

…
…
毛
、
…
…
細
、
…

…
維

○
4
月
9
日
（
2
6
5
7
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
セ
イ
シ
ュ
ン
（
青
春
）

当
選
者

桜
台
分
会

笹
原

き
ぬ
子
さ
ん

桜
台
分
会

武
田

幸
子
さ
ん

春
日
分
会

大
室

知
加
子
さ
ん

関
町
分
会

梶
野

政
隆
さ
ん

新
豊
玉
分
会

工
藤

緩
基
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
2
年
7
月
25
日

（
月
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

地域のお店と協力してウクライナ支援募金にとりくむ
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桜台分会

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

藤
井
清
一
さ
ん（
旭
町

光
が
丘
分
会
）が「
東
京

都
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長
表
彰
」を
受
彰


